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背景

目的

方法

少子高齢社会の中で、農家は人手不足後継
者不足に直面している現状がある。それは矢
板市でも同じであり、矢板市特産のりんごを
生産するりんご園でも廃業を決める農家も出
てきている。このような現状を解決すべく、
昨今試験がしきりに行われているのが、
AI(人工知能)やIOT(Internet Of Things )を
使った作業の効率化、人件費の低減だ。
そのような実態を知る中で、私たちのフィ

ールドである矢板市唯一のぶどう園、根本葡
萄園でも同じ実態があり、試験的にIOTを使
った気象情報の観測が行われた。この葡萄園
ピンポイントでの解決策を考え、将来、他業
種の農家の抱える問題も解決することに繋が
ると考える為である。

インターネットや文献を用いてIOT
(Internet Of Things)について、IOTがどの
ようなものであるか、現状どのようなことに
使われているのかなどを知る。
テーマにおける課題となるものは何なのか

を明らかにするため、農家の元へ訪ね、農家
の方がIOTに対してどのような考えを持って
いるか、また、農家の目線でIOTと農業の将
来性についてどう考えているかなどを聞く。
また、実際に農作業を体験するなどをして農
業に対する理解を深め、農業とIOTのつなが
りを明らかにする。
また、そこから課題に対する改善案を作成す
る。

地域名 栃木県矢板市
パートナー名 地域おこし協力隊 高橋潔様

分析結果

提案

ぶどうを収穫する工程の中でIoT化できる部
分を見つけIoT化の提案をしようとしていた
が、実際に収穫作業を手伝わせていただいた
ところ、作業工程の一部をIoT化することは
専門性も高く、自分たちには難しいというこ
とが分かった。

園主の根本さんにインタビューさせていた
だいた際に、
「農業の魅力を伝えたい！」
「農業はデータ集めが大切。」
「農業は緑を見ながら仕事ができるところ

が良い。」
とおっしゃっていたことから、農業にはたく
さんのデータを集めることが重要であること、
農家の人は、農業の魅力を知ってほしいとい
う思いがあることが分かった。

【どのようにして使用するのか】

【読み取れる情報】
・生産者はだれなのか
・生産者の信念(どのような農薬を使用して
いるのか、散布の時期はいつなのか、生産物
がどのようなものであったらよいと考えて生
産しているのか）
・この生産者はいつもどこに出荷しているの
か
・いつ・どこで収穫されたものなのか

【利点】
・消費者は、売り場の情報だけではわからな
い詳細な農作物の情報を知ることができる

【どのようにして利用するのか】

・「より良い農業」とは：収量アップや病気
への対策、よりおいしい農作物の生産

【どのようなものであるか】

・データ：気温・湿度・二酸化炭素濃度・日
照時間・農薬をまく時期や風向き、風速や量
とその効果など
・インターネットにアップロード：グラフに
まとめるなどして見やすくアップロードされ
る。自分のデータを重ねることもできる。

【利点】
・データがおかしな数字を出したときにすぐ
に様子を見に行くことができる(いつでもど
こでもデータを閲覧可能）
・若手の経験不足を補うことができる(豊富
なデータ量)
・より良い農業の仕方を探ることができる
(客観的なデータ)

全国の農家で
データ収集

インターネットに
アップロード

自らの農作物
のデータと比較

農作業の効率
UP

客観的な
データ閲
覧
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農業の見
直し

より良い
農業へ

生産者のために工程におけるIoTの導入は
できなくても、消費者に向けて、農業の魅
力や農作物の情報を発信するためのIoT利用
は提案することができるのではないか、と
いう結果に至った。

以上の提案により、より多くの人に農業に興味を持ってもらい、農業の人口不足の解消
を後押しする手だてになることを期待する。
また、農家の情報共有をスムーズにすることで農業のさらなる発展を期待する。

提案① QRコードの活用 提案② インターネットで情報共有

後継者不足
の解消

• 後継者不足
という課題
をIoTの導
入によって
農業という
業種の幅を
拡張する．

農作業の効
率化

• 農作業の重
労働な作業
や，時間を
かけて手間
を取ってい
た作業をス
ピーディー
に効率化し，
ビックデー
タ等の情報
による農業
の活性化を
図る．

農業の魅力
UP
• IoT導入によ
って，農園の
消費者に伝
わりづらい作
物や農園の
様子をインタ
ーネットを使
って幅広く発
信し，農業の
魅力をデータ
上でも伝わる
ような仕組み
をつくる．
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結果




